
自然の宝庫スロベニア共和国
──橋口卓也
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アルプスの麓のヤスナ湖

リュブリャナ大学本部校舎

　

今
年
３
月
末
ま
で
の
１
年
間
、
中
欧

に
位
置
す
る
ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国
の
リ

ュ
ブ
リ
ャ
ナ
大
学
に
留
学
す
る
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
ロ
ベ
ニ
ア
は
人

口
２
０
０
万
、
面
積
が
四
国
と
同
じ
ぐ

ら
い
と
い
う
小
さ
な
国
で
す
が
、
イ
タ

リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

ク
ロ
ア
チ
ア
と
い
う
民
族
的
に
異
な
る

諸
国
に
囲
ま
れ
、
多
様
な
文
化
が
育
ま

れ
て
い
ま
す
。
公
用
語
は
ス
ロ
ベ
ニ
ア

語
で
す
が
、
多
く
の
山
や
谷
、
河
川
で

隔
て
ら
れ
た
各
地
域
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
方
言
が
あ
り
、
そ
の
数
２
０
０
と
も

言
わ
れ
ま
す
。
文
化
人
が
尊
敬
を
集
め
、

ユ
ー
ロ
導
入
前
の
お
札
の
デ
ザ
イ
ン
は

作
家
、
詩
人
、
画
家
、
作
曲
家
、
建
築

家
な
ど
で
し
た
。

　

ス
ロ
ベ
ニ
ア
は
、
か
つ
て
旧
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
連
邦
の
一
国
で
あ
り
、
１
９

９
１
年
の
連
邦
か
ら
の
離
脱
・
独
立
の

際
に
は
、
比
較
的
小
規
模
な
衝
突
が
10

日
間
ほ
ど
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の

後
、
２
０
０
４
年
Ｅ
Ｕ
加
盟
、
２
０
０

７
年
ユ
ー
ロ
導
入
、
同
年
シ
ェ
ン
ゲ
ン

条
約
発
効
、
２
０
１
０
年
O
Ｅ
Ｃ
Ｄ

加
盟
と
い
う
よ
う
に
、
資
本
主
義
化
す

る
旧
社
会
主
義
諸
国
の
中
の〝
優
等
生
〟

的
な
道
を
順
調
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

心
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
ス
ロ
ベ
ニ
ア

は
国
土
の
70
％
が
山
林
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
多
く
の
条
件
不
利
地
域
を
抱
え
、

日
本
と
近
似
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
地
形
的
な
制
約
も
あ
っ
て
、
農
業

の
平
均
経
営
規
模
は
小
さ
く
、
こ
の
よ

う
な
点
も
日
本
と
共
通
性
が
高
い
と
言

え
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
後
の
政
策
の
変
化

と
、
農
業
や
農
村
へ
与
え
た
影
響
を
学

ぶ
こ
と
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
。
確

か
に
政
策
や
経
済
環
境
の
変
化
は
大
き

い
も
の
の
、
依
然
と
し
て
小
規
模
な
農

業
経
営
が
生
き
残
り
、
良
好
な
農
村
空

間
が
保
全
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
大

局
的
な
印
象
で
し
た
。

　

首
都
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
の
人
口
は
26
万

と
、
日
本
の
多
く
の
県
庁
所
在
地
よ
り

も
小
さ
く
、
全
土
に
小
都
市
が
分
散
し

て
い
ま
す
。
都
市
の
人
口
吸
引
力
の
弱

さ
が
、
逆
に
農
村
部
の
定
住
条
件
の
良

さ
を
生
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
時
代
か
ら
、
ス
ロ

ベ
ニ
ア
が
独
自
の
条
件
不
利
地
域
政
策

を
採
用
し
て
い
た
こ
と
も
関
係
が
あ
り

そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
点
は
、
現
地

で
築
い
た
関
係
を
活
か
し
て
、
研
究
を

深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
ウ
ィ
ー
ン
と
も
称
さ
れ
る
瀟
洒
な

Ｅ
Ｕ
加
盟
時
点
で
の
経
済
水
準
は
、
ギ

リ
シ
ャ
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
上
回
っ
て
い

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
旧

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
時
代
か
ら
ソ
連
と
異

な
る「
自
主
管
理
制
度
」を
標
榜
す
る
自

主
独
立
路
線
を
歩
み
、
と
り
わ
け
西
欧

に
近
か
っ
た
ス
ロ
ベ
ニ
ア
で
は
、
経
済

体
制
の
移
行
は〝
軟
着
陸
〟で
あ
り
、
変

化
は
他
の
社
会
主
義
国
と
比
べ
穏
や
か

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

生
活
は
至
っ
て
の
ど
か
で
、
朝
が
早

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
午
後
４
時
と
も
な

れ
ば
大
学
か
ら
は
一
斉
に
人
影
が
消
え

ま
す
。
休
日
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク

リ
ン
グ
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
、
そ
し
て
ガ

街
並
み
の
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
の
中
心
部
か

ら
で
も
、
車
で
10
分
、
あ
る
い
は
鉄
道

だ
と
２
～
３
駅
も
過
ぎ
る
と
、
の
ど
か

な
田
園
風
景
が
広
が
り
ま
す
。「
ア
ル

プ
ス
の
瞳
」と
称
さ
れ
る
ブ
レ
ッ
ド
湖
、

ク
ラ
ス
地
方（
カ
ル
ス
ト
地
形
の
名
前

の
由
来
は
、
こ
の
地
域
に
あ
り
ま
す
）

に
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
の
規
模
を
誇
る

ポ
ス
ト
イ
ナ
鍾
乳
洞
や
世
界
遺
産
の
シ

ュ
コ
ツ
ィ
ヤ
ン
鍾
乳
洞
、
オ
レ
ン
ジ
色

の
瓦
屋
根
と
エ
メ
ラ
ル
ド
ブ
ル
ー
の
海

と
の
対
照
が
美
し
い
海
辺
の
町
ピ
ラ
ン
、

な
ど
多
く
の
観
光
地
が
あ
り
ま
す
。
日

本
で
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
ス

ロ
ベ
ニ
ア
で
す
が
、
他
に
も
、
各
地
に

点
在
す
る
素
朴
な
農
家
民
宿
や
、
家
族

経
営
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
温
泉
な
ど
魅
力

が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

ー
デ
ニ
ン
グ
、
冬
は
ス
キ
ー
と
い
う
の

が
人
々
の
楽
し
み
で
す
。
小
さ
い
国
ゆ

え
人
間
関
係
も
濃
密
で
、
思
わ
ぬ
と
こ

ろ
で
知
人
と
出
く
わ
し
た
り
、
友
人
が

テ
レ
ビ
や
新
聞
に
登
場
し
た
り
す
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
私
自
身
も
国
営

ラ
ジ
オ
に
出
演
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
博
士
論
文
の
最
終
審
査
会

に
立
ち
会
っ
た
際
に
、
家
族
や
親
族
が

大
勢
集
ま
り
、
深
夜
ま
で
祝
宴
が
続
く

の
に
は
驚
か
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

私
の
専
門
は
農
業
政
策
論
で
す
が
、

近
年
、
農
業
の
生
産
条
件
の
厳
し
い
条

件
不
利
地
域
へ
の
政
策
の
あ
り
方
に
関
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